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ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

た
か
う
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
こ
と

が
、
こ
の
現
状
を
憂
え
る
人
々
の

中
に
新
た
な
信
頼
を
広
げ
た
こ
と

は
、
す
や
ま
候
補
の
演
説
を
聞
き

に
こ
れ
ま
で
結
び
つ
い
て
い
な
か

っ
た
人
が
駆
け
つ
け
た
こ
と
に
も

あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
わ
が
党
は
補

完
勢
力
と
排
外
主
義
・
極
右
的
潮

流
の
危
険
性
を
直
視
し
、
人
間
の

平
等
、
人
権
と
民
主
主
義
を
守
り

ぬ
く
立
場
か
ら
断
固
と
し
て
た
た

か
っ
て
い
き
ま
す
。 

愛
知
の
比
例
の
得
票
を
見
る

と
、
自
民
が
大
幅
に
得
票
を
減
ら

し
６
５
万
１
千
票
、
第
２
党
は
国

民
民
主
で
５
８
万
６
千
票
、
第
３

党
は
４
６
万
６
千
票
あ
ま
り
の
参

政
党
で
、
総
選
挙
の
６
９
万
４
千

票
か
ら
４
５
万
５
千
票
に
減
ら
し

た
立
憲
民
主
党
を
上
回
り
ま
し

た
。 

 

排
外
主
義
の
潮
流
が
台
頭
し
て

い
る
根
っ
こ
に
は
、
暮
ら
し
の
深

刻
な
困
難
と
政
治
へ
の
閉
塞
感
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
潮
流
を
う
ち
破

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
県
民
の
切

実
な
要
求
を
実
現
し
て
い
く
展
望

を
し
っ
か
り
と
指
し
示
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
、
そ
の
た
め
に

も
、
愛
知
で
相
互
協
力
、
相
互
支

援
に
よ
る
本
気
の
共
闘
を
創
り
あ

げ
て
い
く
こ
と
が
い
よ
い
よ
需
要

と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

自
公
と
補
完
勢
力
、
そ
れ
に
立

憲
民
主
党
も
加
わ
る
強
固
な
オ
ー

ル
与
党
体
制
に
あ
る
県
議
会
。
日

２
の
１
人
区
の
う
ち
１
７
の
１
人

区
で
一
本
化
さ
れ
た
候
補
の
勝

利
、
そ
し
て
定
数
４
の
愛
知
選
挙

区
で
も
自
民
公
明
の
２
議
席
獲
得

を
、
す
や
ま
候
補
の
勝
利
で
打
ち

破
ろ
う
と
訴
え
、
た
た
か
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
一
本
化
さ
れ
た

１
７
選
挙
区
の
う
ち
、
１
２
の
１

人
区
で
勝
利
を
勝
ち
取
り
、
愛
知

選
挙
区
で
も
公
明
が
議
席
を
失
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
自
公
へ
の

審
判
を
下
す
う
え
で
の
貢
献
と
な

り
ま
し
た
。 

一
方
、
自
民
党
の
補
完
勢
力
や
、

外
国
人
差
別
を
売
り
物
に
す
る
排

外
主
義
・
極
右
的
潮
流
が
議
席
を

伸
長
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と

は
重
大
で
す
。
愛
知
県
選
挙
区
で

は
、
国
民
民
主
の
候
補
が
５
９
万

５
千
票
あ
ま
り
を
獲
得
し
て
ト
ッ

プ
で
当
選
し
、
参
政
党
の
候
補
も

５
３
万
あ
ま
り
を
獲
得
し
て
自
民

党
候
補
を
上
回
る
３
位
で
当
選
し

ま
し
た
。 

「
既
成
政
党
か
新
興
政
党
か
」
と

い
う
対
決
構
図
を
作
り
、
補
完
勢

力
と
排
外
主
義
の
立
場
に
立
つ
政

党
の
消
長
に
選
挙
戦
の
争
点
が
あ

る
か
の
よ
う
な
報
道
が
一
部
メ
デ

ィ
ア
に
よ
っ
て
煽
り
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
選
挙
戦
の
真
の

争
点
を
覆
い
隠
す
役
割
を
果
た
す

と
と
も
に
、
わ
が
党
の
前
進
を
妨

げ
る
大
き
な
圧
力
と
な
っ
て
作
用

し
ま
し
た
。 

同
時
に
、
わ
が
党
と
す
や
ま
候

補
が
こ
の
逆
流
と
き
っ
ぱ
り
と
た

 

７
月
２
０
日
に
投
開
票
さ
れ
た
参
議

院
選
挙
で
、
愛
知
県
党
は
比
例
代
表
選

挙
で
「
３
３
万
票
、
１
０
％
以
上
」
を

目
標
に
た
た
か
い
ま
し
た
が
、
得
票
で

１
３
万
７
５
３
４
票
、
得
票
率
３
・
８

４
％
に
と
ど
ま
り
、
比
例
５
議
席
獲
得

の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
当

選
に
責
任
を
お
っ
て
い
た
井
上
さ
と
し

さ
ん
の
議
席
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
愛
知
県
党
の
比
例
の
直
近
の
得
票

数
・
得
票
率
、
前
回
参
議
院
選
挙
の
１

７
万
８
８
０
８
票
、
得
票
率
５
・
７

６
％
、
昨
年
総
選
挙
の
１
７
万
８
９
０

０
票
、
得
票
率
５
・
５
２
％
か
ら
後
退

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

愛
知
選
挙
区
は
す
や
ま
初
美
候
補

が
獲
得
し
た
得
票
は
、
１
４
万
５
３

１
８
票
、
得
票
率
４
・
０
７
％
で
、

３
年
前
の
参
議
院
選
挙
で
獲
得
し
た

１
９
万
８
９
６
２
票
、
得
票
率
６
．

４
３
％
か
ら
後
退
す
る
結
果
と
な

り
、
議
席
獲
得
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

今
回
の
選
挙
の
結
果
は
、
大
変
に

悔
し
く
残
念
な
結
果
で
す
。
日
本
共

産
党
と
す
や
ま
初
美
を
ご
支
持
い
た

だ
い
た
有
権
者
の
皆
さ
ん
、
猛
暑
の

中
、
大
奮
闘
さ
れ
た
支
持
者
、
後
援

会
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
党
員
の
み
な

さ
ん
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ご
期
待
に
応
え
る
結
果
を
出

せ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
党
内
外
の
ご
意
見
を
受

け
止
め
、
次
の
県
委
員
会
総
会
で
し

っ
か
り
と
教
訓
を
引
き
出
し
、
次
の

国
政
選
挙
の
た
た
か
い
、
今
後
の
地

方
選
挙
の
た
た
か
い
の
必
ず
生
か

し
、
捲
土
重
来
を
期
す
決
意
で
す
。 

 
 

今
回
の
選
挙
で
、
愛
知
県
党
は
衆

議
院
に
続
き
、
参
議
院
で
も
自
公
過

半
数
割
れ
に
追
い
込
む
た
め
に
、
比

例
で
の
５
人
全
員
の
当
選
、
そ
し
て

市
民
と
野
党
の
共
闘
を
追
及
し
て
３

本
の
政
治
が
歴
史
的
岐
路
に
立

た
さ
れ
る
も
と
で
、
大
き
な
激
動

が
お
こ
っ
て
い
く
こ
と
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

排
外
主
義
・
極
右
的
潮
流
に
正

面
か
ら
対
決
し
、
政
治
の
転
換
を

め
ざ
す
日
本
共
産
党
の
役
割
は
、

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
の
政
治
に
は
、
時
流
に
流
さ

れ
ず
正
論
を
貫
く
政
党
が
い
よ

い
よ
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
愛

知
県
党
は
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、

県
民
と
と
も
に
、
自
民
党
政
治
に

代
わ
る
新
し
い
政
治
を
模
索
・
探

求
す
る
新
し
い
政
治
プ
ロ
セ
ス

を
前
に
進
め
る
た
め
に
、
全
力
を

あ
げ
る
決
意
で
す
。 

 

あ
わ
せ
て
選
挙
で
お
こ
な
っ

た
政
策
的
訴
え
は
、
ど
れ
も
が
県

民
の
願
い
に
か
な
っ
た
先
駆
的

な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。 

自
民
党
政
治
の
「
二
つ
の
ゆ
が

み
」
を
た
だ
す
改
革
を
す
す
め
る

こ
と
こ
そ
、
暮
ら
し
や
平
和
の
危

機
を
打
開
し
、
政
治
の
閉
塞
状
況

を
打
開
す
る
展
望
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
の
揺
る
が
な
い
確
信
を
も

っ
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
県
民
の

要
求
実
現
の
運
動
を
お
こ
し
、
選

挙
で
か
か
げ
た
公
約
の
実
現
に

全
力
を
あ
げ
ま
す
。 

（
「
参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い

て
」
２
０
２
５
年
７
月
２
２
日 

日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員
会
常

任
委
員
会 

よ
り
抜
粋
） 

 

選挙結果を報告するすやま初美選挙区候補（中央） 



 

 

 

  

共
産
党
・
根
本
み
は
る
市
議 

自
民
ク
ラ
ブ
（
２
８
人
） 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
国
民
）
（
９
人
） 

公
明
党
市
議
団
（
４
人
） 

新
し
い
風
と
よ
た
（
３
人
） 

市税条例の一部改正に反対…庁内の掲示板での掲示に限っていた公示送達を、インタ

ーネットによる閲覧に供することが義務付けられる。開示した情報が容易に拡散され、流用さ

れるなど、プライバシー保護の観点から重大な懸念がある（デジタル臨時行政調査会事務局

の基本方針でも指摘） 

× 〇 〇 〇 〇 

一般会計補正予算に反対…補正予算のうち、①豊田スタジアムで大型蓄電池の運用実

証を行う事業と②豊田市駅西口施設整備事業について。 

①連携事業者と協議をした結果、市は、蓄電池の維持管理等に係る費用の一部として、年間

で約１０００万円を 5年間、負担する。しかし、事業にかかる事業者負担の費用が示されないま

まに、市の負担費用の妥当性は認められない。 

②豊田市駅西口施設整備事業の6億円の増額補正に反対。想定による算出により、乖離があ

ったことが理由だが、大型公共事業において設計、調査における諸課題を洗い出す必要があ

る。 

× 〇 〇 〇 〇 

工事請負契約の締結について（豊田市駅東口交通広場整備工事）に反対。 

都心環境計画に基づく駅周辺整備事業は豊田市駅西口ペデストリアンデッキ整備事業、豊田

市駅駅舎改修事業、東口ペデストリアンデッキ耐震工事、豊田市駅東口交通広場整備工事な

ど、現段階で合計約１３８億円で、市費負担額も不明。 

現在の駅東口バス乗降場が今後、さらに東のコモスクエアの前に移動となると、コモスクエア

前バス停から駅で乗り換える利用者には当然、影響があるものと考え、交通結節機能の点か

らも問題。 

× 〇 〇 〇 〇 

豊田市総合野外センターの多目的ホール等空調設備工事についてに賛成。 
空調施設の設置により、酷暑期や厳冬期も安全で快適に利用できるようになるため、これまで

利用のなかった団体や家族層も含め、利用者の増加がみこまれることから、賛成。  

 

〇 〇 〇 〇 〇 

学習用タブレット端末ほか５品目等の購入他、関連の２議案に反対。… 

1人１台のタブレット端末の使用にあたり、児童生徒の健康面への影響等についての検証は行

われるべき。また、教職員に対しては、児童生徒の健康面にも配慮した授業の研修をおこなう

など、教職員への負担ははかりしれない。保護者への損害保険料負担も把握されないまま、タ

ブレット端末の家庭への持ち帰りが継続されている。 

多くの課題がある中で、国のギガスクール構想は多額の交付金により、国主導で進められ

る。いったん立ち止まり、課題に対する対応と、一人一人の子どもに向き合える、さらなる少人

数学級のとりくみを加速することが必要。  

× 〇 〇 〇 〇 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 ６月定例市議会では、市長からの２３件の議案と１件の同意案件、１件の議員

提出意見書に対し、日本共産党市議団・根本市議は、このうち、６議案に反対、

約７４％の１７議案、同意案件、議員提出意見書に賛成しました。主な議案につ

いての各会派の賛否（〇×）は表のとおりです。 

補
正
予
算 

大
型
事
業
関
連
の
増
額 

豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
民
間
事
業

者
が
大
型
蓄
電
池
の
実
証
（
実
験
）

を
５
年
間
行
い
、
１
千
万
円
を
毎
年
、

市
が
負
担
し
ま
す
。 

市
駅
東
口
交
通
広
場
整
備

工
事 

都
心
環
境
計
画
に
基
づ
く
駅
周
辺

整
備
事
業
は
、
現
段
階
で
合
計
約
１

３
８
億
円
で
、
市
費
負
担
額
も
不
明
。 

本
工
事
は
そ
の
一
部
。
現
在
の
駅
東

口
バ
ス
乗
降
場
が
今
後
、
さ
ら
に
東

の
コ
モ
ス
ク
エ
ア
の
前
に
移
動
と
な

り
、
不
便
。 

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
立

ち
止
ま
り 

学
校
の
先
生

を
増
や
し
て 

す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
の
学
習
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
国
の
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
多

額
の
交
付
金
に
よ
り
、
国
主
導
で
進

め
ら
れ
ま
す
。
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま

り
、
学
校
の
先
生
を
増
や
し
て
、
さ

ら
な
る
少
人
数
学
級
の
実
現
が
急
が

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

６
月
議
会
の
報
告 


